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中村要氏の攣光星槻測

小　　山　秋　雄

　（1）　自分が攣光星の眼親糊測を始めたのは，1927年，高等學校の三年生

の夏，中村氏の世話で購ったカルバ1作13糎反射鏡で一通り月，遊星，．二重星，

星團等を見終り，L多少とも研究的な親測としては何がよいでせう■と中村氏

に相談を持掛け，それなら攣光星はどうですと予められたのが動機である．そ

して大門入學迄，無暗矢鱈と中村氏の不用の星圖を借り潤して糊吊したもの

である．その後は立入つた指導は受けなかったが，中村氏は自分にとって攣

光星の二二観測の興味を喚起させた人である．一周忌が聞近く迫った頃から，

花山に淺された中村氏の観測村料を手元に集め整理に着手し，漸く一三整理

を終了したわけである．簡輩に紹介及批評を試みて行かう．

　槻測された星の名全部と，各星の年別観測数は花山プレテン第263號に載っ

てみるから参照された）・．1920年12月15日，10糎・・イデ赤道儀でオリオン座U

星を観られたのが最初の観測で，1930年2月6日のオリオン座T星，大熊座V

星，ペルセウス座ZZ星の槻測が攣光星の観測としては最後のものである．其

の後1930年11月14日のエロスの攣化の目測がある，此の期闇は中村氏の天文

家としての三下生活の大部分を占めてみる程長いものであるが，観測総数は

小生の調べた所では案外少なくて，3428にすぎない．観測の一番多かった年

は1922年の1095，・次いで1924年の612であるが，1922年の目測の中には肉眼的

な星が多く，槻測の一番充即したのはやはリユ924，ユ925年頃だつたであらう・

1925年目入螢されてるた年であるが，入退螢の前後にも魑しい目測がある・

器械は可成色んなものを使用され，中村氏自身整理された観測記録ノ1トに

は十数個の器械の名が墾げられてるるが，重なものは，1920，1921年頃の自作

五糎屈折，十糎ハイデ，1922年にはブラシャ1の25糎反射，1923年にはザト

リウス18糎と攣り，1924年以降は殆んど常にエリソン16糎反射を使ってゐら

れた．筒1924年11月以降少しく例の花山の大ド1ムの南手に中村氏の取附け

た極軸望遠鏡による目測がある．實際ユ6糎程度の反射鏡は集光力も一躍あり・



天界155

／
中村円匙の攣光星襯測　（小山秋雄） 9，5

而かも使ひ易く，憂二二に適詮した器械である・揚所は吉田の二二構内の天

文教室及花山天文塵（1929年11月1日以降）であるが・中には下宿や郷里の眞野

の名も観測の備考欄に見えて，中村氏の星に封ずるアマチヤ1らしい愛著が

偲ばれる・

　さてV・よいよ中村氏の11年忌の観測を吟味し，如何なる方針態度の下に．槻

測が活けられたか明にしよう．

一 A・　槻測せ・る星（112星） 13’　覆見セ則なき星　（58星）

型
1　（102星）　　　　　　11∬（lo星） 1　（40星） 1　（18星）

一
i 1

ミ　ラ　型i　　　　I1　　　73個 ’　　RY　Leo 24個 TY　Cep

勝Cep型1
1　　　9個

一
6個

RS　Cor，　SX　Lac，

@　YZ　Per

RV　Tau型
lWCア9，UDd，
@　RSct

AC　Her RSge

R　Cor型
RCor，　T　Ori，

@SU　Tau 一 一
XX　Oph

UGem型
SS　Aur，　SS　Cyg，

@　UGem　　　．1 『　一 一 一
新星類似星1

　　　　　lZAnd　l

一　　｝　　■

一
1　　　一一

新　星1　　　　　1δCep　型i

　　　　　…T個　1　　　　5δc・p　「

EL　Aql

yZ　Per

　5個　　　　　1

sMon
1　＿
qV　Cor，　SVMon，

@　SV　Vul

βCep型1

アルゴル型

　　　　　F
βLyr型
　　　　　　
w　U！・1。型1

未　　　知

憎憎疑は口
きもの　　　2
　　　　　1

U　C（｝r，　E　Lib，

　　GL　Per

6　UMa

X　Tri

RZ　Cnc

4個

12　Lac

RX　Her

WU］a

8個

RS　Cor，　VY　Dra

　表の読明　Aは槻測記録のある星，Bは星圖だけ作ってあって．西語記錐のないか

叉は見付からない星，帥ち少くとも襯測する意志のあった星・

　1は星置や比較星の・・｝バ1ド光度汎Hagenの攣光星圖，　AAVSOの青爲眞星圖

等によってわかって居り，AA　SOの會員等に．よって澤山襯測されてるる，即ち登見

されてから可成年藪が輕ち，而かも他に槻測結果の豊富にあるもの．

　∬は隙見後，當時まだ日も臨く，星鳳比較星の光度も詳細には與へられてるなく，

槻測緒果の少ない星

（2）上表の吟味に移る剛に注意すべきはプレテン263號を見れば解る様
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に，槻測の非常に分散してみる事である．自Pち糊記した星か多く，而かも個

々の星の目測撒が非常に少ないのである．此の事は，中村氏が多数のアマチ

ヤ1の観測を集めてまとめる事に主眼を置いてみるAAVSOの會員であり，

又興味のない星を持績して二二する苦痛には共鳴できるから，幾らか恕すべ

き黒占はあるが，それにも拘らす，中村氏の全観測の弓術的償値を著しく低下

してみる．これは心ある槻三者の注意すべき’黙である．

　上表にて指適できる黙は次の如きものであらう．

1）　1の星が厘i倒的多数なる事，これは中村氏が終までAAVSO會員型で

　あった事から頷ける．

2）　1のミラ型の非常に多い事，TC1⊃c，　RR　BeろW1）el’，　V　H胆，　S　Per等

近年観測の少ないもの，週期や光度曲線の攣るもの，叉200日以下の週期の

星も7個含まれてみるが，槻測が分数的であるので，極大，極小期の決定で

　きるものすら少数であって，此の種の星の観測の狙ってみる週期，光度曲

線の攣化の研究等は全然中村氏は老へてるなかったらしい．

3）　μCep星も多いが，断片的な槻弓のため，償値は殆んどない・

4）RV　Tau型では，　AC　Herの初期の観測が一寸と眼に附V・ただけであ

　る．

5）RCor型，　U　Gem型も他に艘測者の澤山ある星ばかりで，同じ此の

型の星をやるなら，他の見逃されてみる星をやればいXと思ふ．

6）新星には周圏からの奨めもあり，可成興味を感じてゐられたらしいが，

中途牟端で終った．

7）　アルゴル型にも興味が向いてみたらしいが，これも自身で言ってゐら

れた様に極小前後の急激な三光に封ずる軍なる興味かららしい．

8）βCep型の12　Lacは僅か0．12等級しか攣光しない星であるが，中村

氏はL肉眼にてどの程度に攣光が現れるか「を験するために目測を思ひ立た

れたのである・目測に封ずる自信の深さの程も知らオtるが，かNる老が，

中村氏自身に非常に災してみる様に自分には思はれる．

9）L攣光疑はしきもの「δUMaを除く四個は何れも中村氏のL亭亭■した

ものであるが，中村氏自身未だまとまった結果を導v・てるなかった．下見
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一　の年は1921年頃で未だ目測の精確さも疑はしい時であったから，此等の星
　の攣光もあやしいものであると思ふ・

10）1の星の他，IIの星が28個ある・此虞に箪なるAAVSO會員としてで

　はなく，野心的な三面が見られる・大部分は1910年乃至1922年に命名のも

　ので，等級は7等乃至1i等，當時アルゴル型と（中には週期も）解ってゐ

　るもの，叉は三時攣光歌態未知とされてみたものである．此の種の星の観

　測を思ひ立たれたのは，1922，23年頃と推定されるが，此の僅かな星すら大

　牟は観測ぜすに終ったのを見ても，依然アマチヤiの域を脱する事，絵，り

　遠くなかったと思はれる．

　　叉，週極星には槻測の計書を建てたりしてゐられたが，少しでも緯度の

　低い日本に償値のある南方の星は，三二がない．

　（3）中村氏の3428個の目測の内，1500程はAAVSOに途られ，　Populai・

Astronomyの▽ol・26（1921）No．7よりVol．38（1930）No．3に24回にわた

って蛮表されてみる．（中村氏は1922年10月12日ク）周付でAA▽SOに入會さ

れた）此等の星は上表の1に屡するものであるから，今更改めて獲表する必

要は當分ないと思ふ・叉未二三のものの内でも1に回するものが多く，而か

も非常に分散した槻測が多いので，急に獲表する儂値はない．

　一考の二値のある星としては，XHer，　g　He13　R　Lyrは目測激は可成ある

が，初期の観測で精確さも保謹できないし，AC　Her，　X　Triは共に養見當初

の目測として興味あるが，精確さ，目測歎の瓢で難勲があり，RR　Herも面

白い星らしいが，同様の理由で，何れも獲表を當分見合せる．ZZ　Perは中村

氏自身の護見による星で，中村氏も最後まで観測し，非常な愛著振りを示さ

れてゐ，口測数も400を越えるので，意氣込んで整理したが，京都ブレテン第

24號護表の0．5771日の週期は勿論，天界第五巻202頁の0．495といふ三日近い

週期も1925年以後の観測に確められなかった．中村氏の目測は15光階以上の

攣光を示してみるが，他の槻測者の今後の目測の結果による外方法はない．

　（4）次に技術的な黙に少し解5れよう．中村氏一流の緻密さによって，鋭

く，天界第四巻170頁の三階の攣化，同誌第11巻193頁のハiバ1ド光度との

開き等，自己観察されてみるが1中村氏の光階法の目測も，比較星の光度が
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解ってみる星の目測であり，且比例法を無意識的に加味された鮎があるので，

純粋な光三法と言ぴにくいし，過当1バ1ド光度との開きも，僅かアルゴル

の比較星十個より結論されたものであるから，何虞まで正しv・か，保謹でき

ない．叉1924，5年頃より後は，特殊な星（ZZ　Per等）を除けば，槻測の記録に

は，a3V2bとか言ふ目測は記さすに，直接軍に10．9とか光度が記入されてる

る丈で，三階に關する種々な吟味（H．A．33のアルゲラングi・シユミドの光

階の如き）も不可能である．

　筒中村氏はあれだけ天艦爲眞を撮りながら，攣光星の爲眞観測はない．適

當なカメラがなかったと言ふよりは，望遠鏡で攣光星を見て樂しむといった

中村氏の氣持がさうさせなかったのだらう，

　日本に重て一戸，山本，神田，山崎の諸氏に次いで古くからの攣光星糊測

家としての中村氏は，要するに，攣光星の観測そのものに興味を感じ，それ

に引摺られた一槻測距と言ってよいであらうと思ふ．AAASO追尊として始

まり，AAVSO會員として終り，その途一ヒ眼画しい焚展は見られなかった様

に思はれる．これは，中村氏の襯測そのものを愛するtc止まる素質によるか

も知れないが，今少し研究的な攣光星観測をやらうと思へばやれた天文豪の

十一一一年闇を此の程度の槻測で終はられたのは七会な事である．

　終りに攣光星に關する中村氏の文献を纂げる・

　　天界　第］巻　266頁　　　　　ZZ　Peτの襲見
　　　　　2　　　163，　185頁　　　　　SW’i則法

　　　　　3　296頁　　　　RCQrの槻測
　　　　　4　170頁　　　　　光階の攣化
　　　　　5　　202：頁　　　　　　ZZ　Perの週期
　　　　　9　　66，117，171頁　RS　Her，　S　Vir，　T　Ori，　V　UMaの観測

　　　11　ユ93頁
花山（京都、ブレテン

　　　8，　21，　23，　24號

　　　16，17，22號

　　　23號
　　　25號
　　　26號
　　　31號
　　　32號
　　　35號
趣味の天六観測（岩波凶行）

攣光星の襯測につ）’て

ZZ　I）erの登見観測

αCas，δUMaの襯測
δLibの極小
TCnc，中村氏指摘の第二，第三新攣光星の
RS　Herの観測
VVir，　X　Her，　W　Cyg，　S　Del中村第四新築i光星（？）

SCor，　U　Ser，　RS　Herの観測

アルゴiルの極小
攣光星の計測法
　　　　　　　　　　　　（1933，11．2．言己）


